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サントリー食品インターナショナル（株）は、ハリウッド俳優トミー・リー・ジョーンズさん扮(ふん)する

宇宙人ジョーンズから働く人に２０２１年を締めくくる特別メッセージを送る、サントリーコーヒー

「BOSS」の年末広告「青空みたいな星で。」篇を、１２月１３日（月）より「ＪＲ東日本 新宿ウォール

４５６プレミアム」（ＪＲ新宿駅・東西自由通路）、サントリー公式ＳＮＳなどで公開いたします。 

 

１９９２年の発売以来、「BOSS」は“働く人の相棒”というコンセプトのもと、日々懸命に働く人たち

にそっと寄り添い、応援し続けています。その象徴として宇宙人ジョーンズは、これまで７０以上の

職業に潜入調査を行い、この惑星の住人たちの不可思議な言動や慣習を目の当たりにしてきました。

いろいろなことが起こった２０２１年も、目の前の仕事をひたむきに頑張ってきた皆さんに「お疲れ

さまでした」の思いを込めて、特別な年末広告を制作しました。今回のデジタルサイネージ「青空

みたいな星で。」篇は、「宇宙人ジョーンズの地球調査シリーズ」の中からえりすぐりの名作タイトル

をベースに、宇宙人ジョーンズの名場面や新ナレーション、「クラフトボス」のＣＭなどを加えて編集

しています。ＪＲ新宿駅構内にある、長さ４５.６ｍもある国内最大級の大型ＬＥＤビジョンで展開。全

６分に及ぶ超大作ストーリーが、見ごたえたっぷりの巨大スクリーンにて、１週間限定でお楽しみ

いただけます。 

 

■年末広告「青空みたいな星で。」篇について                            

名曲『ツァラトゥストラはかく語りき』（映画『２００１年宇宙の旅』より）の荘厳かつ重厚な響きを

バックに、「ヤバい！忘れてた！」という告白で始まる映像では、宇宙人ジョーンズ自ら地球調査

がすでに１６年目を迎えて（過ぎて）いたという衝撃の（？）事実を明かしながら、これまでの自身

の地球調査の歴史を回想。名優・大杉漣さんとの共演で、トンネル工事現場の作業員に扮した

「地上の星」篇（２００８年）をはじめ、「カラオケ」篇（カラオケ店の店員、２００６年）、「夢の国」篇

（遊園地の整備担当職員、２０２０年）、「ボコボコダンス」篇（宇宙飛行士、２０２１年）の４作品を中心

に構成したオリジナル映像を通じて、この惑星で働くすべての人に向けて、「２０２１年もお疲れさま

でした」のメッセージを送ります。 

 

サントリーコーヒー「ＢＯＳＳ」年末広告「青空みたいな星で。」篇 

シリーズ１６年目を迎える宇宙人ジョーンズから 

働く人に２０２１年を締めくくる特別メッセージ！ 
 

１２月１３日（月）から 

国内最大級の大型ＬＥＤビジョン「新宿ウォール４５６プレミアム」などで公開開始 
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長さ４５.６ｍの大型ＬＥＤビジョン「新宿ウォール４５６プレミアム」ならではの迫力ある映像は、その

周囲に配置された２５面の柱サイネージでも同時上映されるなど、ＪＲ新宿駅の東西自由通路が

まさに「ＢＯＳＳ」色に染まる、圧巻の年末広告にご注目ください。 

 

■年末広告「青空みたいな星で。」篇 概要                             

掲出内容 ：サントリーコーヒー「ＢＯＳＳ」年末広告 「青空みたいな星で。」篇 

掲出先 ：①新宿ウォール４５６プレミアム（ＪＲ新宿駅・東西自由通路） 

デジタルサイネージＵＲＬ：https://www.youtube.com/watch?v=3XFj-nFZWKA 

②ＪＲ東日本 窓上チャンネル 

③サントリー公式ＳＮＳ 

掲出期間 ：①２０２１年１２月１３日（月）～２０２１年１２月１９日（日） 

②２０２１年１２月１３日（月）～２０２１年１２月２６日（日） 

③２０２１年１２月１３日（月）～２０２１年１２月３１日（金） 


